
(57)【要約】

【課題】クランクケースとシリンダとシリンダヘッドと

を備えた内燃機関の潤滑構造において、部材共用化によ

る内燃機関構造の小型化、及び潤滑用オイル冷却性の向

上を図ろうとするものである。

【解決手段】上記クランクケースは、水平方向に傾斜し

たシリンダを収納すると共に、シリンダの下方にシリン

ダ軸線方向に開口部を有するオイルパン部が形成され、

上記シリンダヘッドは、上記オイルパン部の開口部を覆

う構造となっている。また、上記シリンダヘッドには、

オイルパン部を覆う外面に冷却フィンが設けられ、上記

冷却フィンに近接したシリンダヘッド内面部分にオイル

通路が形成されている。

【選択図】　　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ク ラ ン ク ケ ー ス と シ リ ン ダ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド と を 備 え た 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に お い て 、
上 記 ク ラ ン ク ケ ー ス は 、 水 平 方 向 に 傾 斜 し た シ リ ン ダ を 収 納 す る と 共 に 、
上 記 シ リ ン ダ の 下 方 に シ リ ン ダ 軸 線 方 向 に 開 口 部 を 有 す る オ イ ル パ ン 部 が 形 成 さ れ 、
上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド は 、 上 記 オ イ ル パ ン 部 の 開 口 部 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 潤
滑 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド は 、 オ イ ル パ ン 部 を 覆 う 外 面 に 冷 却 フ ィ ン が 設 け ら れ 、
上 記 冷 却 フ ィ ン に 近 接 し た シ リ ン ダ ヘ ッ ド 内 面 部 分 に オ イ ル 通 路 が 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ク ラ ン ク ケ ー ス は 、 上 記 シ リ ン ダ 下 方 に シ リ ン ダ 軸 線 に 沿 っ た オ イ ル 通 路 が 形 成 さ れ
、 該 オ イ ル 通 路 に よ っ て ク ラ ン ク 軸 近 傍 に 設 け ら れ た オ イ ル ポ ン プ と 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
部 と が 連 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 オ イ ル パ ン 部 に は 、 上 記 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 の オ イ ル 通 路 と ほ ぼ 平 行 に 冷 却 風 通 路 が 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に 関 し 、 主 に 潤 滑 構 造 と 冷 却 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 内 燃 機 関 に お い て は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と ク ラ ン ク ケ ー ス と の 配 置 が 離 れ て い た の
で 、 部 材 共 用 化 に よ る 内 燃 機 関 の 小 型 化 、 及 び 冷 却 性 の 向 上 が 困 難 で あ っ た 。 特 に 、 従 来
は 、 潤 滑 用 オ イ ル の 冷 却 の た め に 、 内 燃 機 関 の 外 部 に 冷 却 装 置 を 付 加 す る 必 要 が あ り 、 内
燃 機 関 が 大 型 化 す る と い う 問 題 が あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ３ － ４ ３ １ １ ５ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 部 材 共 用 化 に よ る 内 燃 機 関 構 造 の 小 型 化 、 及 び 潤 滑 用 オ イ ル 冷 却 性 の 向 上 を 図
ろ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 し た も の で あ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス
と シ リ ン ダ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド と を 備 え た 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に お い て 、 上 記 ク ラ ン ク ケ ー
ス は 、 水 平 方 向 に 傾 斜 し た シ リ ン ダ を 収 納 す る と 共 に 、 上 記 シ リ ン ダ の 下 方 に シ リ ン ダ 軸
線 方 向 に 開 口 部 を 有 す る オ イ ル パ ン 部 が 形 成 さ れ 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド は 、 上 記 オ イ ル パ
ン 部 の 開 口 部 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に お い て 、 上 記 シ リ ン
ダ ヘ ッ ド は 、 オ イ ル パ ン 部 を 覆 う 外 面 に 冷 却 フ ィ ン が 設 け ら れ 、 上 記 冷 却 フ ィ ン に 近 接 し
た シ リ ン ダ ヘ ッ ド 内 面 部 分 に オ イ ル 通 路 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に お い て 、 上 記 ク ラ ン
ク ケ ー ス は 、 上 記 シ リ ン ダ 下 方 に シ リ ン ダ 軸 線 に 沿 っ た オ イ ル 通 路 が 形 成 さ れ 、 該 オ イ ル
通 路 に よ っ て ク ラ ン ク 軸 近 傍 に 設 け ら れ た オ イ ル ポ ン プ と 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 部 と が 連 通
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さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 潤 滑 構 造 に お い て 、 上 記 オ イ ル
パ ン 部 に は 、 上 記 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 の オ イ ル 通 路 と ほ ぼ 平 行 に 冷 却 風 通 路 が 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ っ て 、 部 材 を 兼 用 し て 構 造 を 簡 易 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ っ て 、 簡 単 な 構 造 に よ っ て オ イ ル ク ー ラ を 形 成 す る こ と が で き 、 潤
滑 オ イ ル の 寿 命 を 延 長 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ っ て 、 オ イ ル 通 路 を シ リ ン ダ の 周 囲 部 に シ リ ン ダ に 近 接 し て 形 成 す
る こ と が で き 、 オ イ ル 通 路 ス ペ ー ス を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ っ て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス の 空 き ス ペ ー ス を 有 効 利 用 し て 冷 却 風 通 路 を
形 成 す る こ と が で き 、 冷 却 効 果 が 向 上 す る と 共 に 内 燃 機 関 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 関 係 す る ペ ダ ル 付 き 自 動 二 輪 車 １ の 側 面 図 で あ る 。 ヘ ッ ド
パ イ プ ２ か ら 後 方 斜 め 下 向 き に 板 金 製 箱 型 断 面 の 車 体 フ レ ー ム ３ が 延 出 し て い る 。 ヘ ッ ド
パ イ プ ２ に ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト ４ が 軸 支 さ れ 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト ４ の 上 部 に 左 右 に
展 開 し た ハ ン ド ル ５ が 設 け ら れ 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト ４ か ら 下 方 へ 延 出 し た フ ロ ン ト フ
ォ ー ク ６ に 前 輪 ７ が 軸 支 さ れ て い る 。 車 体 フ レ ー ム ３ の 後 端 部 に 、 パ イ プ 製 シ ー ト ポ ス ト
８ が 、 そ の 一 対 の 下 端 部 で 接 続 さ れ 、 同 シ ー ト ポ ス ト ８ の 上 端 に シ ー ト ９ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 車 体 フ レ ー ム ３ の 下 部 に 頭 上 弁 式 ４ ス ト ロ ー ク 単 気 筒 内 燃 機 関 10が 搭 載 固 定 さ れ 、 同 内
燃 機 関 10の 前 方 、 且 つ 車 体 フ レ ー ム ３ の 下 部 に 、 人 力 駆 動 用 ペ ダ ル 軸 11が 回 転 可 能 に 装 備
さ れ て い る 。 内 燃 機 関 10の 左 側 面 に 動 力 伝 達 ケ ー ス 12が 固 定 さ れ 、 そ の 後 端 部 に は 、 後 輪
13が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 車 体 フ レ ー ム ３ と 内 燃 機 関 10と 動 力 伝 達 ケ ー ス 12と は 相
互 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 中 に は 、 内 燃 機 関 10の 動 力 を 後 輪 13に 伝 達 す る 動 力 伝 達 機 構 14が 収
納 さ れ 、 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 外 側 に は 、 ペ ダ ル 踏 力 を 後 輪 13に 伝 達 す る ペ ダ ル 踏 力 伝 達 機
構 15が 設 け ら れ て い る 。 シ ー ト ポ ス ト ８ の 下 部 に は 、 燃 料 タ ン ク 16、 エ ア ク リ ー ナ 17、 気
化 器 18が 設 け ら れ 、 シ ー ト ポ ス ト ８ の 一 対 の パ イ プ に 挟 ま れ た 部 分 は 、 ヘ ル メ ッ ト の 置 き
場 所 19と な っ て い る 。 な お 、 26は ペ ダ ル ア ー ム 、 27は ペ ダ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 上 記 実 施 形 態 に お け る 内 燃 機 関 10と 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 外 観 図 で あ る 。 内 燃 機 関
10の 外 観 は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 22か ら 構 成 さ
れ て い る 。 シ リ ン ダ 30は ク ラ ン ク ケ ー ス 20内 に 収 納 さ れ て い る の で 、 外 部 か ら は 見 え な い
。 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 右 側 に は 、 発 電 機 収 納 部 23が 一 体 的 に 設 け て あ る 。 上 記 発 電 機 収 納
部 23の 外 側 に 発 電 機 カ バ ー 24が 設 け て あ る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 前 面 中 央 部 に 点 火 プ ラ グ
25が 見 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 上 記 パ ワ ー ユ ニ ッ ト の ほ ぼ 水 平 方 向 の 断 面 を 上 か ら 見 た 図 、 図 ４ は 上 記 内 燃 機 関
の 縦 断 面 を 左 側 か ら 見 た 図 、 図 ５ は 上 記 内 燃 機 関 の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー を 取 り 除 き 、 特
に シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 内 部 を 見 え る よ う に し た 正 面 図 、 図 ６ は 動 力 伝 達 機 構 14と ペ ダ ル 踏 力
伝 達 機 構 15を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に お い て 、 内 燃 機 関 10の 外 殻 は ク ラ ン ク ケ ー ス 20、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21、 シ リ
ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 22に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 上 記 ク ラ ン ク ケ ー ス 20は 、 ほ ぼ 水 平 方 向 に
傾 斜 し た シ リ ン ダ 30を 収 納 す る と 共 に 、 シ リ ン ダ 30の 下 方 に 、 シ リ ン ダ 軸 線 方 向 前 方 に 開
口 部 を 有 す る オ イ ル パ ン 部 80が 形 成 さ れ 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21が 上 記 オ イ ル パ ン 部 80の
開 口 を 覆 っ て い る 。 シ リ ン ダ 30は シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21に ボ ル ト 31に よ っ て 固 定 さ れ て お り 、
シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21は ク ラ ン ク ケ ー ス 20に ボ ル ト 28で 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 シ リ ン
ダ 30は ク ラ ン ク ケ ー ス 20内 に て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21に 片 持 ち 式 に ほ ぼ 水 平 方 向 に 傾 斜 し て
保 持 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21に お い て 、 上 記 ク ラ ン ク ケ ー ス に 対
す る 接 合 面 と 上 記 シ リ ン ダ に 対 す る 接 合 面 と は 、 同 一 平 面 上 に 形 成 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ
30の 外 周 に は シ リ ン ダ 軸 線 に 平 行 な 複 数 の フ ィ ン 32が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 後 部 に は 、 ク ラ ン ク 軸 35が ボ ー ル ベ ア リ ン グ
36Ａ 、 36Ｂ を 介 し て ク ラ ン ク ケ ー ス 20に 回 転 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク 軸 35の 左 端
部 を 支 え る ボ ー ル ベ ア リ ン グ 36Ｂ は 、 詳 細 後 述 す る 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40を 介 し て ク
ラ ン ク ケ ー ス 20に 支 え ら れ て い る 。 ク ラ ン ク ピ ン 37に は コ ン ロ ッ ド 38の 大 端 部 が 支 持 さ れ
、 コ ン ロ ッ ド 38の 小 端 部 は ピ ス ト ン 39を 支 持 し て い る 。 ピ ス ト ン 39は 、 上 記 シ リ ン ダ 30内
を 摺 動 可 能 と な っ て い る 。 ク ラ ン ク 軸 35に 対 し て 車 両 駆 動 輪 で あ る 後 輪 13は 後 方 に 位 置 し
、 シ リ ン ダ 30の 軸 線 は 前 方 へ ほ ぼ 水 平 に 伸 び て い る 。 す な わ ち 、 後 輪 13と シ リ ン ダ 30と は
互 い に 反 対 方 向 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ 、 図 ５ に お い て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 、 上 記 ピ ス ト ン 39に 対 向 す る 部 分 に 、 燃 焼 室
45が 形 成 さ れ 、 前 述 の 点 火 プ ラ グ 25と 共 に 、 吸 気 弁 46と 排 気 弁 47が 設 け て あ る 。 シ リ ン ダ
ヘ ッ ド 21の 、 上 記 シ リ ン ダ 30の 頂 部 前 方 の 内 部 空 間 に は 、 上 記 吸 気 弁 46と 排 気 弁 47の 軸 端
部 が 突 出 し 、 こ れ ら を 駆 動 す る 動 弁 機 構 48が 収 容 さ れ て い る 。 こ の 動 弁 機 構 48は 頭 上 弁 式
で あ る 。 図 ４ 、 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 動 弁 機 構 48に は 、 カ ム 軸 49と ロ ッ カ ア ー ム 軸 52が
あ り 、 カ ム 軸 49に は 吸 気 カ ム 50と 排 気 カ ム 51が 設 け ら れ 、 ロ ッ カ ア ー ム 軸 52に は 吸 気 ロ ッ
カ ア ー ム 53と 排 気 ロ ッ カ ア ー ム 54が 設 け て あ る 。 カ ム 軸 49の 端 部 に は 従 動 プ ー リ 55が 設 け
ら れ 、 ク ラ ン ク 軸 に 設 け ら れ た 駆 動 プ ー リ 56と の 間 に 歯 付 き ベ ル ト 57が 巻 き 掛 け ら れ 、 ク
ラ ン ク 軸 35に よ っ て カ ム 軸 49が 回 転 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 図 ４ に お い て 、 60は 吸
気 ポ ー ト 、 図 ５ に お い て 61は 排 気 ポ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ に お い て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 22が 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 頂 部 に ボ ル ト 29に よ
っ て 取 り 付 け て あ り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 頂 部 を 覆 っ て い る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 22の
内 部 に は ブ リ ー ザ 機 構 の 気 液 分 離 室 58が 形 成 し て あ る 。 59は 気 液 分 離 室 58の 一 方 の 壁 面 を
構 成 し 、 動 弁 機 構 48と の 間 を 仕 切 る 隔 壁 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 左 面 を 覆 う 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 基 端 部 材 40に
、 そ の 内 側 か ら オ イ ル ポ ン プ 70が 取 り 付 け て あ る 。 オ イ ル ポ ン プ 軸 71に は 、 従 動 歯 車 72が
設 け ら れ 、 ク ラ ン ク 軸 35に 設 け ら れ た 駆 動 歯 車 73と 噛 合 っ て お り 、 ク ラ ン ク 軸 35に よ っ て
オ イ ル ポ ン プ 70が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 下 部 に は オ イ ル パ ン 部 80が 形 成 さ れ 、 ス ト レ ー ナ 装
着 溝 81に ス ト レ ー ナ 82が 装 着 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 、 上 記 オ イ ル パ ン 部 80を 覆
う 部 分 に 、 油 路 形 成 部 材 83と 油 路 蓋 部 材 84と に よ っ て 吸 入 油 路 85と 吐 出 油 路 86が 形 成 さ れ
て い る 。 上 記 吸 入 油 路 85と オ イ ル ポ ン プ 70の 吸 入 口 74と の 間 に は 吸 入 パ イ プ 87が 架 け 渡 し
て あ り 、 上 記 吐 出 油 路 86と オ イ ル ポ ン プ 70の 吐 出 口 75と の 間 に は 吐 出 パ イ プ 88が 架 け 渡 し
て あ る 。 上 記 吸 入 パ イ プ 87お よ び 吐 出 パ イ プ 88は い ず れ も シ リ ン ダ 30の 下 方 に 設 け て あ り
、 シ リ ン ダ 30の 軸 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 オ イ ル パ ン 部 80に 流 入 し 、 ス ト レ ー ナ 82を
通 過 し て 上 方 へ 昇 っ た オ イ ル は 、 オ イ ル 吸 入 孔 95、 吸 入 油 路 85、 吸 入 パ イ プ 87を 経 由 し て
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オ イ ル ポ ン プ 70に 吸 入 さ れ 、 オ イ ル ポ ン プ 70で 加 圧 さ れ て 、 吐 出 パ イ プ 88、 吐 出 油 路 86を
経 由 し て 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に お い て 、 上 記 の 吐 出 さ れ た オ イ ル は 、 上 記 吐 出 油 路 86に 続 く 油 路 89、 90、 91、 92
、 93、 94を 経 由 し て 動 弁 機 構 48へ 噴 射 さ れ る 。 オ イ ル の 通 路 は 、 吐 出 油 路 86の 端 部 か ら 壁
体 内 油 路 89に よ っ て ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 端 面 に 設 け ら れ た 油 路 90に つ な が り 、 油 路 90の 端
部 か ら 壁 体 内 油 路 91に よ っ て シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 端 面 に 設 け ら れ た 油 路 92に つ な が り 、 壁
体 内 油 路 93を 経 て オ イ ル 噴 射 孔 94に 至 る 。 オ イ ル は オ イ ル 噴 射 孔 94か ら 動 弁 機 構 48へ 噴 射
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に お い て 、 オ イ ル ポ ン プ に は 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40へ の 接 合 面 に 吐 出 口 75に 連
な る オ イ ル ポ ン プ 内 油 路 76が 設 け て あ り 、 そ の 端 部 に 連 通 す る オ イ ル 噴 射 孔 77が 設 け て あ
る 。 加 圧 さ れ た オ イ ル が 、 こ の オ イ ル 噴 射 孔 77か ら コ ン ロ ッ ド 38の 大 端 部 へ 向 け て 噴 射 さ
れ 、 ク ラ ン ク 軸 35と の 間 の 摺 動 部 が 潤 滑 さ れ る 。 動 弁 機 構 48、 コ ン ロ ッ ド 38の 大 端 部 、 ク
ラ ン ク 軸 35等 へ 噴 射 さ れ た オ イ ル は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20内 を 流 下 し て
、 オ イ ル パ ン 部 80へ 落 下 し て 溜 ま り 、 再 び オ イ ル ポ ン プ 70に 吸 入 さ れ 、 加 圧 さ れ て 、 循 環
す る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 内 で カ ム 軸 等 の 動 弁 機 構 が シ リ ン ダ 軸 線 よ り 上 方 に 設 け て あ
り 、 か つ シ リ ン ダ ヘ ッ ド は 車 体 に 搭 載 し た 状 態 で 、 若 干 後 部 が 下 が っ て い る の で 、 シ リ ン
ダ ヘ ッ ド 内 か ら の オ イ ル の 戻 り を 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ に お い て 、 こ の 内 燃 機 関 10に は 、 上 記 吸 入 パ イ プ 87、 吐 出 パ イ プ 88と ほ ぼ 平 行 に 、
シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 前 面 か ら ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 後 面 に 抜 け る 冷 却 風 通 路 63が 設 け て あ る
。 こ の 冷 却 風 通 路 63は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 部 分 63Ａ と ク ラ ン ク ケ ー ス 部 分 63Ｂ と か ら な っ て
い る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス 部 分 63Ｂ の 内 面 に は 前 後 方 向 に 伸 び る 複 数 の フ ィ ン 64が 設 け て あ り
、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 を 飛 散 あ る い は 流 下 す る オ イ ル を 冷 却 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、
図 ４ 、 図 ５ に お い て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 、 上 記 オ イ ル パ ン 部 80を 覆 う 壁 体 部 の 前 面 に も
フ ィ ン 65が 設 け て あ り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 内 部 お よ び 油 路 の 冷 却 に 役 立 っ て い る 。 ま た
シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 22の 前 面 に も フ ィ ン 66が 設 け て あ り （ 図 ４ ） 、 気 液 分 離 室 58内 の オ
イ ル の 冷 却 に 役 立 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 右 面 に は 発 電 機 収 納 部 23が 設 け て あ り 、 発 電 機 68が
収 納 さ れ て い る 。 発 電 機 68は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 右 側 面 か ら 外 方 へ 突 出 し た ク ラ ン ク 軸
35の 端 部 に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。 発 電 機 収 納 部 23は 、 通 風 隙 間 を 有 す る 発 電 機 カ バ ー 24
で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に お い て 、 動 力 伝 達 ケ ー ス 12は 、 そ の 基 端 部 材 40に 順 次 組 み 付 け ら れ る 内 側 部 材 41
、 外 側 部 材 42、 後 部 部 材 43に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 上 記 基 端 部 材 40は 動 力 伝 達 ケ ー ス 12
の 一 部 を な す と 共 に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 左 壁 の 開 口 部 の 蓋 を 兼 ね て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 自 動 二 輪 車 １ に は 、 前 か ら 順 に 、 ペ ダ ル 軸 11、 ク ラ ン ク 軸 35、 従 動 軸 96、 中 間 軸 97、 お
よ び 後 車 軸 98の ５ 本 の 回 転 軸 が 設 け て あ る 。 ペ ダ ル 軸 11は 車 体 フ レ ー ム ３ に 回 転 可 能 に 支
持 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク 軸 35は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス の 右 壁 と 上 記 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 基 端 部
材 40に そ れ ぞ れ ボ ー ル ベ ア リ ン グ 36Ａ 、 36Ｂ を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 従 動 軸
96、 中 間 軸 97、 お よ び 後 車 軸 98は 、 何 れ も 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 内 側 部 材 41と 後 部 部 材 43と
に よ っ て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 従 動 軸 96と 後 車 軸 98は ボ ー ル ベ ア リ ン グ を 介 し て 支
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ お よ び 図 ６ に お い て 、 ク ラ ン ク 軸 35、 従 動 軸 96、 中 間 軸 97、 お よ び 後 車 軸 98は 、 内
燃 機 関 10か ら 後 輪 13へ の 動 力 伝 達 に 係 る 軸 で あ る 。 ク ラ ン ク 軸 35の 左 端 部 に ド ラ イ ブ プ ー
リ 100が 設 け ら れ 、 従 動 軸 96に ド リ ブ ン プ ー リ 101が 回 転 自 在 に 設 け ら れ 、 こ の 両 プ ー リ 間
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に 無 端 状 Ｖ ベ ル ト 102が 架 渡 さ れ て 、 Ｖ ベ ル ト 式 無 段 変 速 機 103が 構 成 さ れ て い る 。 図 ６ に
は 、 Ｖ ベ ル ト 102の 、 低 変 速 比 の 位 置 と 高 変 速 比 の 位 置 と が 示 し て あ る 。 従 動 軸 96の 左 端
部 に 設 け ら れ た 遠 心 ク ラ ッ チ 104が ド リ ブ ン プ ー リ 101と 従 動 軸 96と の 間 を 系 脱 し て い る 。
従 動 軸 96に 設 け ら れ た 小 径 歯 車 105と 中 間 軸 97に 設 け ら れ た 大 径 歯 車 106が 噛 合 い 、 中 間 軸
97に 設 け ら れ た 小 径 歯 車 107と 後 車 軸 98に ワ ン ウ エ イ ク ラ ッ チ 108を 介 し て 装 着 さ れ た 大 径
歯 車 109と が 噛 合 っ て 、 減 速 歯 車 機 構 110が 構 成 さ れ て い る 。 Ｖ ベ ル ト 無 段 変 速 機 103と 減
速 歯 車 機 構 110と に よ っ て 、 動 力 伝 達 機 構 14が 構 成 さ れ て い る 。 動 力 伝 達 機 構 14は 動 力 伝
達 ケ ー ス 12に 収 納 さ れ て い る 。 上 記 Ｖ ベ ル ト 102は 第 １ の 無 端 状 伝 動 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に お い て 、 ペ ダ ル 軸 11の 左 端 部 に ド ラ イ ブ ス プ ロ ケ ッ ト 112が 取 り 付 け て あ る 。 運
転 者 の 、 ペ ダ ル 27の 踏 力 は 、 ペ ダ ル ア ー ム 26、 お よ び ペ ダ ル 軸 11を 経 て 伝 達 さ れ 、 ド ラ イ
ブ ス プ ロ ケ ッ ト 112が 回 転 駆 動 さ れ る 。 後 車 軸 98に ワ ン ウ エ イ ク ラ ッ チ 113を 介 し て ド リ ブ
ン ス プ ロ ケ ッ ト 114が 軸 支 さ れ て い る 。 こ の 両 ス プ ロ ケ ッ ト 間 に 無 端 状 チ ェ ー ン 115が 架 渡
さ れ 、 ぺ ダ ル 踏 力 が 無 端 状 チ ェ ー ン 115を 介 し て 後 輪 13に 伝 達 さ れ る 。 後 輪 13の 回 転 は ワ
ン ウ エ イ ク ラ ッ チ 113の 作 用 に よ り ペ ダ ル 27に は 伝 達 さ れ な い 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、
無 端 状 チ ェ ー ン 115に は 、 ア イ ド ル プ ー リ 116と テ ン シ ョ ナ プ ー リ 117の 作 用 に よ っ て 張 力
が 加 え ら れ て い る 。 上 記 各 部 材 に よ っ て ペ ダ ル 踏 力 伝 達 機 構 15が 構 成 さ れ る 。 ペ ダ ル 踏 力
伝 達 機 構 15の 無 端 状 チ ェ ー ン 115は 上 記 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 上 記
無 端 状 チ ェ ー ン 115は 第 ２ の 無 端 状 伝 動 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 吸 気 弁 46、 排 気 弁 47や 、 動 弁 機 構 48の カ ム 軸 49、 ロ
ッ カ ア ー ム 軸 52等 は シ リ ン ダ 30の 軸 線 方 向 前 方 を 避 け て 、 上 方 へ 偏 移 さ せ て あ る 。 こ れ に
よ っ て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 軸 線 に 対 し て 動 弁 機 構 と は 反 対 側 の 空 間 、 即 ち 動 弁 機 構 の 下 側
の 空 間 が 空 く 。 図 ４ お よ び 図 ６ に 見 ら れ る よ う に 、 こ の 空 き 空 間 部 に ペ ダ ル 軸 11が 設 け て
あ る 。 こ れ に よ っ て 、 ペ ダ ル 軸 を ク ラ ン ク 軸 に 近 づ け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ は ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 正 面 図 、 図 ８ は ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 右 面 図 （ 図 ７ の Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ
矢 視 図 ） 、 図 ９ は ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 左 面 図 （ 図 ７ の Ｉ Ｘ 矢 視 図 ） 、 図 １ ０ は 図 ７ の Ｘ －
Ｘ 断 面 図 で あ る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス 20は 、 前 部 が 開 口 し た 有 底 箱 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ に お い て 、 上 記 前 部 開 口 の 周 囲 に は シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21と の 接 合 面 120が 形 成 さ れ 、
そ の 面 に パ ッ キ ン 溝 121が 形 成 さ れ 、 複 数 の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 接 続 用 ね じ 孔 122が 設 け て あ る
。 上 記 接 続 面 の 一 部 に 、 前 述 の ク ラ ン ク ケ ー ス 端 面 油 路 90（ 図 ５ ） が 穿 設 し て あ る 。 ク ラ
ン ク ケ ー ス 20内 の 上 半 部 は 、 シ リ ン ダ 収 納 空 間 123と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 右 面 に は 発 電 機 収 納 部 23が 設 け て あ り 、 中 央 部 に ク
ラ ン ク 軸 挿 通 孔 124が 設 け て あ る 。 側 面 に フ ィ ン 67が 一 体 に 形 成 し て あ る 。 上 部 と 下 部 に
、 内 燃 機 関 10を 車 体 へ 取 付 け る た め の ボ ル ト 挿 通 孔 125が 一 体 に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ９ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 左 面 中 央 部 に は 大 き い ク ラ ン ク ケ ー ス 左 壁 開 口 126
が 設 け て あ る 。 こ の ク ラ ン ク ケ ー ス 左 壁 開 口 は 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40に よ っ て 覆 わ れ
る 部 分 で あ る 。 開 口 126の 周 囲 は 上 記 基 端 部 材 接 合 面 127と な っ て お り 、 そ の 周 囲 に は 複 数
の 基 端 部 材 取 り 付 け 用 ね じ 孔 128が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ と 図 ７ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 下 部 、 上 記 シ リ ン ダ 収 納 空 間 123の 下 方 に 、
シ リ ン ダ 軸 線 方 向 前 方 に 開 口 部 を 有 す る オ イ ル パ ン 部 80が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 部 分 は 、
シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21に 覆 わ れ て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 部 を 流 下 し た 潤 滑 オ イ ル が 溜 ま る よ う に
な っ て い る 。 オ イ ル パ ン 部 80に は ス ト レ ー ナ 装 着 溝 81（ 図 ７ ） が 形 成 さ れ て お り 、 こ こ に
ス ト レ ー ナ 82を 嵌 め 込 ん だ 後 、 こ の 開 口 部 を シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21で 覆 う と 、 図 ４ の 状 態 と な
る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス 下 部 中 央 の オ イ ル パ ン 部 隔 壁 80ａ に 連 通 孔 80ｂ が 設 け て あ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ と 図 １ ０ に お い て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20に は 、 前 部 開 口 面 に 直 交 し 、 前 部 か ら 後 部 へ
貫 通 す る 冷 却 風 通 路 63の ク ラ ン ク ケ ー ス 部 分 63Ｂ が 設 け て あ る 。 こ れ は 、 冷 却 風 通 路 63の
シ リ ン ダ ヘ ッ ド 部 分 63Ａ と 対 応 す る 位 置 に あ り 、 車 両 走 行 中 に 走 行 風 が 通 過 す る よ う に な
っ て い る 。 上 記 冷 却 風 通 路 63Ｂ の 内 面 に は 複 数 の フ ィ ン 64が 形 成 さ れ 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内
部 を 飛 散 ・ 流 下 す る オ イ ル の 冷 却 効 果 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ は シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 正 面 図 、 図 １ ２ は 図 １ １ の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 断 面 図 で あ る 。 図 １
１ に お い て 、 上 部 に は シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 接 合 面 129が 設 け て あ り 、 周 囲 に 複 数 の シ リ
ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 取 り 付 け 用 ね じ 孔 130が 設 け て あ る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 、 ク ラ ン ク ケ
ー ス 20の オ イ ル パ ン 部 80を 覆 う 部 分 に は 、 前 述 の オ イ ル 吸 入 孔 95、 吸 入 油 路 85、 吸 入 パ イ
プ 87へ の 入 口 87Ａ 、 吐 出 パ イ プ 88か ら の 出 口 88Ａ 、 吐 出 油 路 86、 お よ び 壁 体 内 油 路 89が 設
け て あ る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 接 合 面 129に は 、 上 記 壁 体 内 油 路 89に 連 通 す る 壁 体 内 油
路 91、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 端 面 油 路 92、 壁 体 内 油 路 93、 お よ び オ イ ル 噴 射 孔 94が 穿 設 さ れ て い
る 。 中 央 部 に 点 火 プ ラ グ 取 り 付 け 孔 131と 排 気 ポ ー ト 61が 設 け て あ る 。 下 部 の ク ラ ン ク ケ
ー ス の オ イ ル パ ン 部 を 覆 う 部 分 の 外 面 に は 多 数 の フ ィ ン 65が 設 け て あ り 、 そ の 中 に 冷 却 風
通 路 の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 部 分 63Ａ が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ２ に お い て 、 中 央 部 に 燃 焼 室 45と 点 火 プ ラ グ 取 り 付 け 孔 131と 吸 気 弁 取 り 付 け 部 132
が 見 え る 。 ま た 吸 気 弁 取 り 付 け 部 132か ら 上 方 へ 吸 気 ポ ー ト 60が 伸 び て い る 。 燃 焼 室 45の
周 囲 部 は シ リ ン ダ 30の 接 合 面 で あ り 、 図 １ ２ の 上 下 端 部 は ク ラ ン ク ケ ー ス へ の 接 合 面 で あ
る 。 シ リ ン ダ 30の 接 合 面 と ク ラ ン ク ケ ー ス 20へ の 接 合 面 は 同 一 平 面 を 成 し て い る 。 133は
ロ ッ カ ー ア ー ム 軸 支 持 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ３ は シ リ ン ダ 30の 縦 断 面 図 、 図 １ ４ は 図 １ ３ の Ｘ Ｉ Ｖ 矢 視 図 で あ る 。 シ リ ン ダ 30は
ボ ル ト 31に よ っ て シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21に 固 定 さ れ る 。 シ リ ン ダ 30の 側 面 に は 多 数 の フ ィ ン 32
が 設 け て あ り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20内 で 飛 散 す る オ イ ル に よ っ て 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ５ は 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40を ク ラ ン ク ケ ー ス 20側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 動 力
伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 一 部 を 構 成 す る と
共 に 、 図 ９ に 示 し た ク ラ ン ク ケ ー ス 左 壁 開 口 126の 蓋 と な っ て い る 。 図 １ ５ の 136は 、 接 合
部 の パ ッ キ ン 溝 で あ る 。 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40の ク ラ ン ク ケ ー ス 左 壁 開 口 126の 蓋 と
な る 部 分 に は ク ラ ン ク 軸 挿 通 孔 137が 設 け て あ り 、 図 ３ に 示 し た ボ ー ル ベ ア リ ン グ 36Ｂ を
介 し て ク ラ ン ク 軸 35を 支 え る 。 ク ラ ン ク 軸 挿 通 孔 137の 下 方 に オ イ ル ポ ン プ 取 り 付 け 部 138
が 設 け て あ る 。 図 ３ 、 図 ４ に 示 し た オ イ ル ポ ン プ 70は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 内 側 と な る よ
う に 取 り 付 け ら れ る 。 図 １ ５ の 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40の 左 半 部 は 動 力 伝 達 ケ ー ス 12を
構 成 す る 部 材 の 取 り 付 け 部 で あ り 、 複 数 の ボ ル ト 挿 通 孔 139に よ っ て 動 力 伝 達 ケ ー ス 12が
組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 に 詳 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、
（ １ ） ク ラ ン ク ケ ー ス は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 片 持 ち 支 持 さ れ た シ リ ン ダ を 収 納 す る と 共 に
、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド を オ イ ル パ ン の 一 方 の 壁 と し て 用 い 、 部 材 を 兼 用 し て 構 造 を 簡 易 化 す る
こ と が で き る 。
（ ２ ） シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 油 路 と 冷 却 フ ィ ン を 設 け て 、 簡 単 な 構 造 に よ っ て オ イ ル ク ー ラ を
形 成 す る こ と が で き 、 潤 滑 オ イ ル の 寿 命 を 延 長 す る こ と が 出 来 る 。
（ ３ ） パ イ プ に よ っ て オ イ ル 通 路 を 形 成 し て い る の で 、 オ イ ル 通 路 を シ リ ン ダ の 周 囲 部 に
シ リ ン ダ に 近 接 し て 形 成 す る こ と が で き 、 オ イ ル 通 路 ス ペ ー ス を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。
（ ４ ） ク ラ ン ク ケ ー ス の 空 き ス ペ ー ス を 有 効 利 用 し て 冷 却 風 通 路 を 形 成 す る こ と が で き 、
ク ラ ン ク ケ ー ス 内 を 飛 散 ・ 流 下 す る 潤 滑 オ イ ル の 冷 却 効 果 が 向 上 す る と 共 に 、 内 燃 機 関 の
小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 関 係 す る ペ ダ ル 付 き 自 動 二 輪 車 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 形 態 に お け る 内 燃 機 関 10と 動 力 伝 達 ケ ー ス 12の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 パ ワ ー ユ ニ ッ ト の ほ ぼ 水 平 方 向 の 断 面 を 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 内 燃 機 関 の 縦 断 面 を 左 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 内 燃 機 関 の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー を 取 り 除 い た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 動 力 伝 達 機 構 14と ペ ダ ル 踏 力 伝 達 機 構 15を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 右 面 図 （ 図 ７ の Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視 図 ） で あ る 。
【 図 ９ 】 ク ラ ン ク ケ ー ス 20の 左 面 図 （ 図 ７ の Ｉ Ｘ 矢 視 図 ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ の Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 21の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 シ リ ン ダ 30の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の Ｘ Ｉ Ｖ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 動 力 伝 達 ケ ー ス 基 端 部 材 40を ク ラ ン ク ケ ー ス 20側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 20… ク ラ ン ク ケ ー ス 、 21… シ リ ン ダ ヘ ッ ド 、 22… シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 、 30… シ リ ン ダ
、 63… 冷 却 風 通 路 、 63Ａ … 冷 却 風 通 路 の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 部 分 、 63Ｂ … 冷 却 風 通 路 の ク ラ ン
ク ケ ー ス 部 分 、 64… フ ィ ン （ 冷 却 風 通 路 内 ） 、 65… フ ィ ン （ シ リ ン ダ ヘ ッ ド 下 部 ） 、 70…
オ イ ル ポ ン プ 、 80… オ イ ル パ ン 部 、 85… 吸 入 油 路 、 86… 吐 出 油 路 、 87… 吸 入 パ イ プ 、 88…
吐 出 パ イ プ 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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